
電子データの長期保存におけるタイムスタンプの必要性

<タイムスタンプを利用しない場合> <タイムスタンプを利用する場合>

Ａ

Ｂ

Ａは紙ベースの資料を電子化し、所有するシステムの時計を

用いて時刻情報を付加して保存。

数年前に電子データに
添付された時刻情報
が正しいのかな？
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数年後・・・

ＢがＡの保存している電子データを確認するとき、これに

添付されている時刻情報の信頼性を得る術がない。

※ Ａ自身による改ざんを防止できない

< 保存 >
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< 時刻認証事業者 >< 時刻認証事業者 >

Ａ

Ａは紙ベースの資料を電子化し、時刻認証事業者に

タイムスタンプを付与してもらって保存。

数年後・・・
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Ｂ

時刻認証事業者が
数年前の時刻情報を
証明してくれるので
信頼できるね！

ＢがＡの保存している電子データを確認するとき、添付

されているタイムスタンプを検証

※ 第三者が電子データの非改ざんを証明可能
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< 保存 >


